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　私たちは、市民病院に来院した方が少しでも安

らいだ気持ちで治療を受けていただけるよう、診

療科の場所のご案内や院内の図書コーナーの管理

などを行っています。

　現在は 21 人で活動

していますが、もっと

活動の幅を広げたいと

思っています。特別な

資格などは必要ありま

せんので、お手伝いい

ただける方は、ぜひご

連絡ください。
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作業療法の導入

(平成24年５月)

　作業療法は、腕や手、

指などの運動機能障がい

の改善に向け、実際の日

常動作などの訓練を行う

治療で、患者さまが社会

復帰する上で大切なリハ

ビリテーションです。

　市民病院では、今年

度から専門の職員を配

置しています。
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　当院は、現在の場所に新築移転するとともに、千歳市立総合病院から市立千歳市民

病院に名称を改め、10年を迎えました。

　この間、市民の皆さま、関係機関のお力添えで、地域の基幹病院に発展してまいり

ましたことに、厚くお礼申し上げます。

　平成14年９月の新築移転以降、当院は、病床190床・診療科13科からなる専門性の

高い地域完結型医療を目指すとともに、｢より質の高い 心あたたまる医療の実現」を

基本理念に掲げ、近隣市町を含む地域の基幹病院として急性期医療と主に二次救急医

療の役割を担ってまいりました。

　また、この10年の間には、７対１看護基準・ＤＰＣ制度・電子カルテなどを導入す

るとともに、病院機能評価(Ver.６)の認定を受けるなど､患者さま本意の医療実現に

向けた取組を進めてまいりました。

　今後、医師確保対策の推進、助産師・看護師をはじめとする医療スタッフの確保、

医療機関との連携の推進など、一人でも多くの患者さまにご満足いただけるよう、職

員一同、一丸となって努力し、医療・看護の質の向上と信頼性をより一層高めるとと

もに、地域医療の充実に向け基幹病院として役割を一層果たしてまいりますので、市

民の皆さまのかわらぬご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。

　丸　博幸　院長
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平成14年９月に現在地に新築移転し、10周年を迎えた市民病院。

｢より質の高い 心あたたまる医療の実現」を基本理念として､さまざまな取

組を進めています。今月の焦点は､10年間のおもな取組について紹介します｡

民 病

開

10
周
年

電子カルテシステム
導入(平成21年３月)

患者さまの情報は大切
に管理しています

　　病院機能評価(Ver.６)取得 (平成24年１月)

　病院機能評価とは､医療への信頼と質の向上を目的

に(公財)日本医療機能評価機構が､病院に必要とされ

る機能を中立的な立場で評価し､その改善を支援する

ものです｡当院は､充実した医療機能と患者本意の医

療サービスが認められ､平成18年12月に初めて病院機

能評価を取得し､今年１月に更新が認められました｡

　今後とも医療機能を継

続的に改善し､｢安全で安

心して質の高い医療が提

供できる病院」として信

頼性の向上に努めます。

　　認定看護師の誕生　(平成19年７月)

　認定看護師制度は､(公社)日本看護協会が定める21の特定看護分野

で､熟練した看護技術と知識を用いた水準の高い看護を実践し､看護

現場におけるケアの広がりと質の向上を目指す資格認定制度です｡

　市民病院では、皮膚排泄ケアを専門とする関口看護師が初めて

の認定看護師の資格を取得したほか、現在は緩和ケアを専門とす

る認定看護師が在籍し、質の高い看護業務にあたっています。

　　地域医療連携室の設置　(平成17年７月)

　市民病院は、地域の基幹病院として、地域の医療機関(かかり

つけ医)と密接な連携(地域医療連携)をとり、患者さまに質の高

い医療を提供する窓口として地域医療連携室を設置しました。

　地域の医療機関から紹介いただいた患者さまが円滑に診療を受け

られるように準備し、その治療経過をかかりつけ医に報告するとと

もに、病状が安定した患者さまにはかかりつけ医を紹介しています。
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毎年クリスマスの時期には、ロビーでミニコンサートを開いています。
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市民病院と共に10周年市民病院と共に10周年
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とちまる　　ひろゆき

上：マンモグラフィー　右：ＭＲＩ
医療技術の進歩や高度　化・多様化する医療ニーズに
応えるため、高度医療　器を計画的に導入しています｡


